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ぼす末端アリル基の電気的効果， (3) コレステリル 4 -(置換ベンゾイル)ベンゾエートの液晶|空に及ぼ

































(4) スメクチック A相の熱安定性についてマクミラン理論と対応づけて考察し，スメクチック A相の
層形成を支配する閃子として従来から言われているアルキル鎖長の他に，分子剛直部分の液晶形成
能および分子の双極子モーメントがあることを明らかにしている。
以上のように，本論文は液晶化合物の分子構造と液晶相の熱安定性との関係について多くの新知見
を含み，液品の学術面に寄与するとともに，新しい液晶材料の分子設計にも指針を与えるものであり，
有機材料化学の分野に貢献するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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